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今月の話題
広報いいたて
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農
事
組
合
法
人「
13
区
営
農
組
合
」

が
、第
65
回
福
島
県
農
業
賞「
復
興
・

創
生
特
別
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
同
組
合
は
、平
成
27
年
、上
飯
樋
行

政
区（
13
区
）の
住
民
有
志
に
よ
る
任
意

団
体
と
し
て
発
足
し
、令
和
元
年
に
法

人
化
。13
区
を
中
心
に
集
積
さ
れ
た
農

地
で
、稲
発
酵
粗
飼
料（
W
C
S
／
ホ
ー

ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
）や
牧
草
、飼
料

用
米
な
ど
を
生
産
し
て
い
ま
す
。今
年
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28

秋晴れの空の下、そ
よぐ風にやさしく揺
れるコスモスの花。

９月２日に杉妻会館で行われた表彰式にて〈左上〉式に
出席したJAふくしま未来飯舘営農センターの岡田公政セ
ンター長（右端）、村産業振興課農政第一係の齋藤博史
係長（左端）と共に。 〈左下〉内堀知事から表彰状を受け
取る細川代表。 〈上〉内堀知事（前列中央）との記念撮影。

草野大師堂の店舗でカフェと食堂を営む
地域おこし協力隊の横山梨沙さん。おい
しいコーヒー、人にも環境にもやさしい
食事メニューが人気で、村で暮らす人や
働く人はもとより、村外からも多くの人が
足を運んでいます。今月の特集「秋のい
いたて お出かけMAP」もご覧ください。

13
区
営
農
組
合  

福
島
県
農
業
賞「
復
興
・
創
生
特
別
賞
」を
受
賞

農
地
を
守
り
、価
値
を
生
み
出
す
挑
戦
、耕
畜
連
携
の
取
り
組
み
も
評
価

の
栽
培
面
積
は
1
4
3
ha
で
、来
年
以

降
も
さ
ら
な
る
農
地
の
集
積
を
計
画
。

震
災
後
の
飯
舘
村
で
、農
業
の
再
生・振

興
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
表
彰
式
は
、9
月
２
日
、福
島
市
の

杉
妻
会
館
で
行
わ
れ
、細
川
强
代
表
ら

が
、内
堀
雅
雄
福
島
県
知
事
か
ら
表

彰
状
や
盾
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。細
川

代
表
は「
受
賞
が
決
ま
っ
た
際
に
、メ
ン

バ
ー
か
ら“
今
ま
で
や
っ
て
き
て
よ
か
っ

た
な
”と
声
が
上
が
っ
た
。年
寄
り
に
は

（
い
ず
れ
）引
退
の
花
道
に
、若
い
者
に

は
励
み
に
な
る
」と
喜
び
を
か
み
し
め

ま
し
た
。

　
ま
た
、9
月
5
日
に
は
村
役
場
を
訪

れ
、杉
岡
村
長
ら
に
受
賞
を
報
告
。細

川
代
表
が「
指
導
者
に
も
グ
ル
ー
プ（
メ

ン
バ
ー
）に
も
恵
ま
れ
た
。お
ご
る
こ
と

な
く
、さ
ら
な
る
上
を
目
指
し
て
精
進

し
た
い
」と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

地域の担い手集団として活動をスタートし、広大
な農地にヒマワリを植え緑肥にするなど、いち早
く営農再開に備えました。令和元年秋には任意の
団体を法人化。「農地中間管理事業」を先駆的に
活用し、集積した農地で新たな農業の形をつくっ
てきました。現在は、稲発酵粗飼料（WCS／ホー
ルクロップサイレージ）や牧草、飼料用米、デント
コーン、大豆（契約栽培）を生産。農地は数年内に
200haまで広がる見込みで、販路についても組合
が自ら開拓し、耕畜連携を拡大しています。

熱き思いを胸に農地の再生に挑む
農事組合法人「13区営農組合」

9
月
５
日
、揃
い
の
ネ
ク
タ
イ
で
来
庁
し

受
賞
報
告
を
行
っ
た
組
合
員
の
皆
さ
ん
。

農地再生の担い手となるべく立ち上げた任意の団体を法人化。全
組合員が関わる公平な運営を旨とし、業務の拡大を図ってきまし
た。農地を預ける地域住民への利益還元も大切に考えています。

WCSのロールが並ぶ水田。（令和６年）

デントコーンの栽培面積も拡大中。（令和６年）

法人化当時のメンバー。（令和元年）
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